
　
共
同
研
究
室

昭
和
四
七
年
度
第
四
回
研
究
会
（
六
月
三
十
日
）

　
　
　
　
▼
テ
ー
マ
　
マ
ル
ク
ス
価
値
論
の
成
立
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
経
済
学
ノ
…
ト
』
か
ら
『
哲
学
の
貧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
困
」
ま
で

　
　
　
　
報
告
者
　
岡
崎
栄
松
氏

　
報
告
要
旨
　
こ
の
報
告
は
、
『
経
済
学
ノ
ー
ト
』
、
『
経
済
学
・
祈
学

手
稿
』
、
『
聖
家
族
』
、
『
哲
学
の
貧
困
』
な
ど
を
文
献
的
素
材
と
し
な
が

ら
、
マ
ル
ク
ス
価
値
論
の
成
立
過
程
を
い
わ
ぼ
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
労

働
価
他
説
の
ス
、
・
・
ス
的
段
階
か
ら
リ
カ
ー
ド
的
段
階
へ
の
移
行
の
過
程

と
し
て
跡
づ
げ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
詳

細
は
近
く
発
表
予
定
の
拙
論
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
こ
こ
で
は
た
ん
に
報
告
の
目
次
の
み
を
か
か
げ
て
お
く
。

　
一
　
若
干
の
予
傭
的
考
察

　
　
ｏ
ｏ
　
『
経
済
学
ノ
ー
ト
』
と
『
経
済
学
・
哲
学
手
稿
』
の
執
筆
順
序

　
　
似
　
『
国
民
経
済
学
批
判
大
綱
』
に
お
げ
る
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
価
値
論

　
二
　
「
第
一
段
階
」
（
「
ノ
ー
ト
ー
」
～
「
ノ
ー
ト
皿
」
お
よ
び
「
第
一
手
稿
」
）

　
　
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
価
直
論

三
　
「
第
二
段
階
」
（
「
ノ
ー
ト
Ｖ
」
、
「
ノ
ー
ト
Ｖ
」
、
「
第
二
手
稿
」
お
よ
び

　
　
　
共
同
研
究
室

　
「
第
三
手
稿
」
）
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
価
値
論

　
は
　
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
大
綱
』
の
要
約

　
似
　
「
リ
カ
ー
ド
評
注
」
（
「
ノ
ー
ト
Ｖ
」
）

　
倒
　
「
ミ
ル
評
注
」
（
「
ノ
ー
ト
Ｍ
」
、
一
八
四
四
年
夏
）
　
　
労
働
価
値

　
　
説
へ
の
批
判
（
－
接
近
）

　
↑
Ｏ
　
「
マ
カ
ロ
ッ
ク
評
注
」
（
「
ノ
ー
ト
Ｖ
」
）

　
旧
　
「
第
二
手
稿
」

　
ゆ
　
「
第
三
手
稿
」
　
労
働
価
値
説
へ
の
積
極
的
評
価
（
１
１
著
し

　
　
い
接
近
）

四
　
『
聖
家
族
』
（
第
四
章
第
四
節
「
プ
ル
ー
－
ド
ソ
」
）
に
お
げ
る
マ
ル
ク

　
ス
価
直
論

五
　
『
哲
学
の
貧
困
』
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
価
値
論
　
　
労
働
価
値

説
の
成
立

昭
和
四
七
年
度
第
五
回
研
究
会
（
九
月
二
十
二
日
）

　
　
　
　
▼
テ
ー
マ
　
ド
イ
ツ
産
業
資
本
成
立
過
程
の
研
究
を
め
ぐ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
報
告
者
　
川
本
和
良
氏

報
告
要
旨
　
問
題
の
限
定
（
与
え
ら
れ
た
課
題
）

一
、
経
済
史
の
研
究
史
と
ド
イ
ッ
産
業
資
木
成
立
過
程
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
　
（
四
三
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）

　
　
実
証
史
学
の
導
入
、
歴
史
学
派
理
論
の
導
入
、
目
本
資
本
主
義
論

　
　
争
と
比
較
経
済
史
学
の
形
成
、
戦
後
改
革
と
ド
イ
ツ
経
済
史
研
究
、

　
　
六
〇
年
安
保
と
そ
の
後
の
推
移

二
、
ド
イ
ッ
産
業
資
本
成
立
過
程
の
研
究
を
め
ぐ
っ
て

三
、
今
後
の
研
究
目
標
の
設
定

　
　
現
在
に
お
け
る
日
独
経
済
比
較
の
視
点
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
論
争
と

　
　
西
ド
イ
ツ
歴
史
学
会
の
状
況
、
今
後
の
研
究
目
標

昭
和
四
七
年
度
第
六
回
研
究
会
（
十
月
士
一
百
）

　
　
　
　
▼
テ
ー
マ
　
杜
会
主
義
的
所
有
論
と
「
民
主
主
義
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
産
関
係
の
体
系
に
お
げ
る
企
業
の
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
づ
げ
に
関
連
し
て

　
　
　
　
　
報
告
者
　
芦
田
文
夫
氏

　
報
告
要
旨

〕一
　
杜
会
主
義
的
所
有
論
・
経
済
的
利
害
論
・
価
値
論

〔
　
○
ｏ
　
所
有
論
の
あ
た
ら
し
い
展
開

　
　
一
、
ス
タ
ー
リ
ソ
の
命
題
と
そ
の
批
判

　
　
二
、
経
済
改
革
と
所
有
論

　
　
三
、
経
済
学
の
対
象
と
方
法
を
め
ぐ
る
論
争

　
　
四
、
所
有
論
と
生
産
関
係
の
体
系
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
　
（
四
四
〇
）

の
　
経
済
的
利
害
論
の
あ
た
ら
し
い
展
開

　
　
一
、
「
経
済
的
利
害
」
と
い
う
概
念

　
　
二
、
経
済
的
利
害
と
民
主
集
中
制
原
則

　
閉
価
直
論
の
あ
た
ら
し
い
展
開

　
　
一
、
商
品
生
産
の
必
然
性
論

　
　
二
、
杜
会
主
義
的
生
産
関
係
と
経
済
的
連
関
の
二
つ
の
形
態

〕
二
　
杜
会
主
義
的
所
有
と
「
民
主
主
義
」

〔
　
○
ｏ
　
杜
会
主
義
と
民
主
主
義

　
似
　
杜
会
主
義
的
所
有
の
構
造

　
側
　
「
杜
会
（
国
家
）
－
企
業
　
個
人
」
の
相
互
関
係
と
民
主
集
中
制

　
　
原
則

　
　
（
内
容
の
詳
細
は
、
拙
稿
「
杜
会
主
義
的
所
有
論
の
若
干
の
問

　
　
題
」
〈
経
済
Ｖ
一
九
七
三
年
一
号
を
参
照
）


